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み
な
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
一
年
が

健
康
で
し
あ
わ
せ
の
多
い

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
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蝉潔

自然と

人間集団の

調和をめざして

住みよく

働きよい

都市づくりを

辨
羅
謂
皿

市 長鈴木藤太市議会議長大和田知之

輝
か
し
い
昭
和
四
十
七
年
の
き
く
前
進
す
る
希
望
の
年
で
も
１

初
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
あ
り
ま
す
。

勝
を
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
ま
た
秋
に
は
二
十
九
回
茨
城
ス

上
げ
ま
す
。
国
体
を
前
に
、
リ
〈
－
サ
ル
を
里

昨
年
は
国
の
内
外
を
通
じ
、
兼
ね
た
高
松
宮
賜
杯
全
国
野
球
国

誠
に
多
事
多
難
な
年
で
し
た
。
大
会
が
当
市
で
行
わ
れ
る
予
定

高
萩
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
で
あ
り
、
遠
来
の
客
を
迎
え
る
方

議
会
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
方

の
を
始
め
、
新
し
い
地
方
都
市
現
代
の
大
き
な
課
題
と
し
て
鯉

建
設
の
諸
事
業
に
明
け
暮
れ
た
人
間
性
の
回
復
と
、
自
然
と
人
寺

多
忙
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
間
生
活
の
調
和
が
求
め
ら
れ
て
字

本
年
は
い
よ
い
よ
先
年
来
つ
い
る
時
、
広
大
な
土
地
と
緑
と
島

づ
け
ら
れ
て
き
た
松
久
保
工
業
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
当
市
は
住
極

団
地
が
完
成
し
、
手
綱
工
業
団
み
よ
い
地
方
都
市
と
し
て
発
展
娃

地
の
造
成
が
開
始
さ
れ
る
の
を
の
要
素
を
数
多
く
含
ん
で
お
り
畠

始
め
、
花
貫
ダ
ム
や
上
水
道
工
ま
す
。
手

事
な
ど
も
完
成
年
次
に
入
る
な
こ
の
よ
う
に
郷
土
に
潜
在
す
南

ど
、
新
し
い
時
代
に
向
か
い
大
る
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
‘
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；
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

し

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
と
輝
き
に
満
ち
た
新
し

い
昭
和
四
十
七
年
を
迎
え
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
十
一
月
に
市
議

会
議
長
に
就
任
い
た
し
、
そ
の

重
責
を
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
と
よ
り
未
熟
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
を
も

っ
て
、
住
民
の
信
托
に
こ
た
え

る
べ
く
努
力
を
い
た
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
ご
鞭
達
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
高
萩
市

は
今
や
、
住
象
よ
く
働
き
よ
い

都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
大

き
く
発
展
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。多
年
の
願
望
で
あ
る
工
業
団

地
の
造
成
、
企
業
の
誘
致
、
花

貢
ダ
ム
の
建
設
、
山
村
地
域
の

開
発
促
進
、
農
業
の
振
興
、
教

育
施
設
の
充
実
、
生
活
環
境
の

整
備
保
全
対
策
、
そ
の
他
本
市

開
発
の
基
盤
と
し
て
の
常
磐
高

速
自
動
車
道
の
建
設
促
進
、
あ

る
い
は
、
四
十
九
年
茨
城
国
体

開
催
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

道
路
の
整
備
な
ど
、
幾
多
の
事

業
遂
行
に
執
行
部
、
議
会
一
丸

と
な
っ
て
鋭
意
努
力
を
つ
づ
け

て
お
り
ま
す
。

私
共
議
会
は
、
常
に
住
民
の

、
明
日
の
し
あ
わ
せ
を
築
く

こ
と
こ
そ
先
人
の
労
苦
に
報
い

る
と
共
に
、
後
世
に
向
か
っ
て

果
す
べ
き
尊
い
使
命
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
時
に
あ
た
り
決
意

を
新
た
に
し
て
、
誠
意
と
努
力

を
尽
し
て
当
面
す
る
諸
問
題
の

解
決
に
あ
た
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
各
位
に
お
か
れ

て
も
、
自
治
に
対
す
る
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
一
致

協
力
し
て
、
自
ら
も
て
る
力
を

結
集
し
て
共
に
進
ま
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
新
年
の
祝
詞
と
い
た

し
ま
す
。

代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
、
議
会
人
本
来
の
任
務

を
果
し
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
そ
し
て
市
民
の
皆
様
の
期
待

す
る
正
常
な
る
議
会
の
運
営

に
、
十
分
意
を
用
い
な
が
ら
、

議
会
の
議
決
事
項
を
基
本
と
し

て
、
市
長
の
施
策
を
積
極
的
に

促
進
し
、
一
日
も
早
く
明
る
く

豊
か
な
住
魂
よ
い
郷
土
の
建
設

に
、
全
力
を
傾
注
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
い
っ

そ
う
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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旺
蛎
四
一
塗
朏
鄭
蝿
一

睡
識
蕊

カ
レ
ン
ダ
ー
に
赤
い
日
の
丸
の

し
る
し
の
つ
い
た
祝
日
が
い
く

つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
年
に

十
二
日
あ
り
ま
す
。
し
か
も
こ

と
し
は
日
曜
日
と
重
な
る
祝
日

は
一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社

な
ど
へ
お
勤
め
の
ご
主
人
に
と

っ
て
こ
ん
め
な
ぐ
ま
れ
た
年
は

め
っ
た
に
な
い
で
し
ょ
う
。

〃
祝
日
法
″
に
「
自
由
と
平

和
を
求
め
て
や
ま
な
い
日
本
国

民
は
、
美
し
い
風
習
を
育
て
つ

つ
、
よ
り
よ
き
社
会
の
、
よ
り

豊
か
な
生
活
を
築
き
あ
げ
る
た

め
に
、
こ
こ
に
国
民
こ
ぞ
っ
て

祝
い
、
感
謝
し
、
又
は
記
念
す

る
日
」
と
祝
日
の
意
裳
を
う
た

っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
日
記
帳

去
年
の
暮
に
、
来
年
こ
そ
は

と
決
心
し
て
買
っ
た
日
記
帳
で

す
が
、
そ
の
後
、
つ
づ
け
て
書

い
て
い
る
か
ど
う
か
、
ち
ょ
っ

と
反
省
を
こ
め
て
め
く
っ
て
ゑ

ま
し
よ
う
。

だ
か
ら
い
わ
な
い
こ
と
じ
や

あ
り
ま
せ
ん
。
案
の
定
、
三
日

坊
主
と
い
う
か
た
が
多
い
よ
う

で
す
。
何
も
書
く
こ
と
が
な
い

暮
ら
し
。
そ
れ
は
生
活
が
健
康

で
あ
る
証
拠
と
も
い
え
ま
し
よ

う
か
。
日
記
は
自
分
の
記
録
で

あ
り
、
反
省
の
材
料
に
な
る
も

の
で
す
。
し
い
て
い
え
ば
家
庭

の
歴
史
と
も
い
え
ま
し
よ
う
。

で
す
か
ら
、
毎
日
何
か
書
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
心

の
負
債
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
何
も
書
く
こ

と
な
し
」
と
い
う
日
も
あ
っ
て

い
い
わ
け
で
す
。
何
と
か
う
ま

い
文
章
で
、
心
の
記
録
を
と
っ

て
お
こ
う
と
す
る
か
ら
む
ず
か

し
く
な
る
わ
け
で
す
。

家
計
薄

毎
日
、
家
計
簿
を
つ
け
て
い
て

「
こ
う
物
の
値
段
が
上
が
っ
て

足
り
な
い
足
り
な
い
で
は
、
恐

ろ
し
く
な
っ
て
つ
け
る
気
力
も

な
く
な
り
ま
す
」
と
あ
る
主
婦

は
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
物
価

も
と
く
に
食
料
品
の
値
上
が
り

は
直
接
家
計
に
響
き
ま
す
。
去

年
の
今
ご
ろ
な
ら
、
こ
れ
だ
け

持
っ
て
い
て
買
物
を
す
れ
ば
今

夜
だ
け
で
な
く
、
あ
し
た
の
朝

と
昼
、
そ
れ
に
夜
の
た
し
に
な

る
ほ
ど
買
え
た
も
の
が
八
百
屋

さ
ん
の
店
先
で
予
定
の
半
分
以

上
が
消
え
て
し
ま
う
。
あ
と
は

魚
屋
さ
ん
に
し
て
も
肉
屋
さ
ん

に
し
て
も
思
っ
た
ほ
ど
は
買
え

な
い
し
・
・
・
と
、
そ
の
通
り
で
す

先
ほ
ど
の
日
記
の
話
し
と
全
く

同
じ
で
す
。
ど
う
苦
面
し
て
も

家
計
の
ワ
ク
は
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
毎
日
書
き
つ
づ
け

る
こ
と
は
確
か
に
苦
痛
で
も
あ

り
、
何
ん
と
か
帳
ジ
リ
を
合
わ

せ
よ
う
と
必
死
に
な
る
姿
は
悲

壮
と
も
い
え
ま
す
が
、
そ
こ
を

切
り
ぬ
け
る
の
が
家
計
を
あ
ず

か
る
主
婦
の
ゑ
せ
ど
こ
ろ
で

す
。
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十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十
二
の
他
の
自
然
災
害

日
ま
で
開
か
れ
た
矛
四
回
（
十
○
支
給
が
受
け
ら
れ
る
者

二
月
）
定
例
市
議
会
で
、
市
災
本
市
に
住
民
登
録
、
外
国
人

害
見
舞
金
等
支
給
条
例
が
制
定
登
録
を
し
て
い
る
者

さ
れ
ま
し
た
。
○
見
舞
金
な
ど
の
額

こ
れ
は
高
萩
市
民
が
火
災
、
死
亡
三
○
、
○
○
○
円

風
水
害
な
ど
の
災
・
害
を
受
け
た
全
治
三
カ
月
以
上
の
負
傷

場
合
に
、
そ
の
被
災
者
の
救
済
一
○
画
○
○
○
円

の
一
助
と
し
て
、
市
よ
り
見
舞
全
治
一
カ
月
以
上
の
負
傷

金
ま
た
は
弔
慰
金
を
支
給
し
、
八
、
○
○
○
円

市
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
全
治
一
週
間
以
上
の
負
傷

増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
五
、
○
○
○
円

し
て
い
ま
す
。
住
宅
の
全
焼
、
全
壊
、
流
失

次
に
こ
の
内
容
に
つ
い
て
説
三
○
、
○
○
○
円

明
し
ま
し
ょ
う
。
住
宅
の
半
焼
、
半
壊

○
災
害
一
○
、
○
○
○
円

火
災
、
風
水
害
、
震
災
、
そ
床
上
浸
水
三
、
○
○
○
円

建設 ニミ基:ーJス
被
災
者
に
見
舞
金
を
支
給

高
萩
坂
東
塚
に

市
営
住
宅
三
棟
二

十
戸
（
プ
レ
〈
プ

簡
易
耐
火
二
階
建

一
戸
当
り
三
九
・

五
平
方
メ
ー
ト

ル
）
の
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
総
工
費
は

二
千
四
百
十
八
万

六
千
円
で
、
完
成

は
二
月
末
の
予
定

で
す
。
入
居
受
付

は
三
月
中
頃
に
な

り
ま
す
。

坂
東
塚
に
市
営
住
宅
別
戸

十
二
月
市
議
会
で
条
例
が
制
定

鱗
十
二
月
八
日
、
市
役
所
で
四
五
年
六
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

十
六
年
度
健
康
優
良
児
の
表
彰
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
れ
た
赤
ち
や
ん
五
百
二
人
の

住
家
に
つ
い
て
は
、
現
在
居

住
し
て
い
る
住
家
で
、
世
帯
を

単
位
と
し
て
い
ま
す
。

○
支
給
の
申
請

災
害
を
受
け
た
日
か
ら
十
日
以

別
ト
ン
の
ご
み
焼
却
場
建
設
中

鰯
健
康
優
良
の
赤
ち
ゃ
ん

田村淳志
ちゃん

二
十
二
人
が
表
彰
さ
れ
る

内
に
、
市
長
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
支
給
の
取
消
し
、
変
更

故
意
に
給
付
の
た
め
事
由
を

生
じ
さ
せ
た
り
、
申
請
の
内
容

が
事
実
と
違
っ
て
い
た
と
き
は

見
舞
金
の
支
給
を
取
消
し
、
ま

た
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

赤
浜
苅
叉
作
地
内
に
、
「
高
萩

市
及
び
十
王
町
衛
生
組
合
」
が

新
し
い
ご
題
焼
却
場
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
総
工

費
九
千
二
百
十
万
円
で
、
昨
年

十
月
に
工
事
か
は
じ
ま
り
四
月

に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
ご
み
焼
却
場
の
処
理
能

力
は
一
日
三
十
ト
ン
で
高
萩
市

十
王
町
の
全
人
口
の
ご
ゑ
の
処

理
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
早

期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

鈴木弥生
ちやん

｜
’
1こ

の
日
、

晴
れ
の
表
影

を
受
け
た
の

は
昭
和
四
十

う
ち
、
九
月
に
行
な
わ
れ
た
第

一
次
審
査
会
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
男
子
十
人
、
女
子
十
二
人
の

計
二
十
二
人
の
赤
ち
や
ん
で
す

（
）
は
保
捜
者
氏
名
で
す
。

男
子
腱
康
優
良
児

①
田
村
淳
志
（
卿
）
高
浜
町

②
戸
辺
秀
之
（
弘
之
）
安
良
川

③
古
川
茂
（
実
）
〃

牧
秀
之
（
幸
三
）
高
萩

大
森
幸
生
（
勝
美
）
下
手
綱

金
原
秀
樹
（
康
二
）
安
艮
川

菱
沼
豊
（
政
雄
）
高
萩

棚
谷
直
樹
（
光
夫
）
高
浜
町

酒
出
貴
司
（
主
隆
）
大
和
町

小
山
和
博
（
哲
雄
）
上
手
綱

女
子
健
康
優
良
児

①
鈴
木
弥
生
（
玲
司
）
高
浜
町

②
小
幡
由
起
子
（
孝
雄
）
〃

③
深
谷
清
子
（
勲
）
有
明
町

佐
川
圭
子
（
庄
一
）
上
君
田

菊
池
恵
美
（
透
）
鉄
道
官
舎

西
野
愛
子
（
孝
）
高
浜
町

滝
純
江
（
総
之
椛
）
下
手
綱

叶
野
友
美
（
敏
行
）
高
浜
町

重
富
暢
子
（
紘
一
郎
）
〃

橋
本
亜
希
子
（
正
之
）
大
和
町

努
力
賞

皆
川
紀
子
（
薫
）
高
浜
町

江
尻
佐
知
子
（
寛
）
本
町

愚
錘
蕊
譲
箪
十
二
月
の
定

職
識
詳

凝
議
蕊
蕊
会
委
員
と
補
充

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
委
員
に

神
長
吉
術
氏
（
鯉
）
Ⅱ
大
和
町

こ
の
三
、
長
久
保
虎
夫
氏
（
師
）

Ⅱ
赤
浜
二
七
、
広
木
充
明
氏

選
挙
管
理
委
員
決
ま
る

委
員
長
に
神
長
吉
衛
氏

（
弱
）
Ⅱ
若
栗
一
三
八
、
沼
田

章
氏
（
、
）
Ⅱ
秋
山
二
一
六
三

Ⅱ
が
当
選
し
、
こ
れ
か
ら
四
年

間
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
補
充
員
に
は
松
本
厚
、
鈴
木

亜
敏
、
沼
野
義
次
、
神
代
平
の

各
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
季
員
会
は
十
二
月

二
十
日
に
会
議
を
開
き
、
委
員

長
に
は
神
長
氏
Ⅱ
写
真
Ⅱ
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
の
不
自
由
な
方
に

シ
ク
ラ
メ
ン

去
る
十
二
月
十
九
日
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
か
ら
、
家
に
い
る

重
度
身
体
障
害
者
十
人
に
、
シ

ク
ラ
メ
ン
の
花
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

市
民
駅
伝
大
会

昨
年
狸
月
旭
日
、
市
、
教
育

委
員
会
、
体
力
つ
く
り
推
進
協

議
会
主
催
の
第
二
十
回
市
民
駅

伝
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
一
般
週
、
高
校

２
、
中
学
、
の
計
妬
チ
ー
，
《
の

二
六
○
人
で
、
市
長
の
号
砲
で

ス
タ
ー
ト
一
般
、
高
校
の
部
は

六
区
間
、
中
学
の
部
は
十
二
区

間
の
認
キ
ロ
メ
ー
ト
八
で
争
わ

れ
ま
し
た
。

（
一
般
の
部
）
①
加
工
製
紙
Ａ

②
茨
城
県
職
員
③
加
工
製
紙
Ｂ

（
高
校
の
部
）
高
萩
高
定
時
制

②
高
萩
工
業
高
校

（
中
学
の
部
）
①
高
萩
中
Ａ
②

秋
山
中
Ａ
③
高
萩
中
Ｂ

蕊
崇
蕊
巽
毎
狼
舞
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新
入
学
児
の
健
康
診
断

１
月
中
に
各
小
学
校
で

四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
を
、
一
月
中

に
行
な
い
ま
す
か
ら
入
学
す
る

各
小
学
校
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
健
康
診
断
は
入
学
前
に

あ
ら
か
じ
め
児
童
の
健
康
状
態

を
把
握
し
、
保
健
上
適
正
な
就

学
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
な
わ
れ
ま
す
。

診
断
の
日
取
り
と
内
容
は
昨

年
十
二
月
に
発
送
し
ま
し
た
が

通
知
が
も
れ
た
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

実
施
日
程
は
次
の
と
お
り
。

横
川
小
学
校
１
月
鵡
日

締
華
学
齢
幅
郵
を
募
集
し
ま
す

’ お
心
蕗
轌
一

I

砂
や
い
。
．
・
マ
役
叩
屯
言
。
“
歸
二
尋
１
Ｊ
土
坐
や
１
１
１
１
４
氾
砠
。
－

I
写
真
は
四
十
六
年
十
月
に
完
成

し
た
束
幼
稚
園

市
立
幼
稚
園

市
立
幼
稚
園
の
園
児
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
一
二
○
名

高
萩
、
秋
山
小
学
区

松
岡
幼
稚
園
四
○
名

松
岡
小
学
区

東
幼
稚
園
八
○
名

東
小
学
区

◎
応
募
資
格

母
親
教
室
の
開
催

近
く
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る

方
々
の
健
康
を
守
る
と
と
も
に

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
や
ん
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
〃
お
母
さ
ん
〃

は
妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
の
正

し
知
識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
・
市
、
保
健
所
が
母
親
教
室
を

毎
週
金
曜
日
一
時
か
ら
高
萩
保

下
君
田
小
学
校
１
月
岨
日

上
君
田
小
学
校
１
月
岨
日

高
萩
小
学
校
１
月
四
日

東
小
学
校
１
月
別
日

松
岡
小
学
校
１
月
弱
日

秋
山
小
学
校
１
月
郡
日

時
間
は
、
１
時
か
ら
で
す
が

下
君
田
小
学
校
は
１
時
帥
分
、

上
君
田
は
２
時
か
ら
で
す
。 お

も
ら
抵
辮

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
出
生
し
た
者
で
、
市
内
居

住
者
◎
募
集
期
間

二
月
一
日
午
前
九
時
か
ら
二

月
五
日
正
午
ま
で
で
す
か
ら
期

限
に
遅
れ
な
い
よ
う
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
応
募
手
続

「
入
園
願
い
」
に
住
民
票
謄

本
一
通
を
添
え
て
各
幼
稚
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
・
用
紙
は

一
月
二
十
六
日
か
ら
各
幼
稚
園

で
お
渡
し
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
育
委

員
会
ま
た
は
各
幼
稚
園
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

健
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
母

子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
で
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
一
金
曜
日
Ⅱ
妊
娠
の
成
立

と
分
娩
の
な
り
ゆ
き
、
家
族
計

画
と
受
胎
調
節

第
二
金
曜
日
Ⅱ
妊
娠
中
の
生

活
と
心
得
、
妊
婦
の
栄
養
、
諸

制
度
に
つ
い
て

第
三
金
曜
日
Ⅱ
お
産
の
準
備

分
娩
の
補
助
動
作
、
産
後
の
生

活
に
つ
い
て

第
四
金
曜
日
Ⅱ
赤
ち
や
ん
の

観
察
と
取
り
扱
い
（
沐
浴
実
習
）

赤
ち
や
ん
の
保
育
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告

一
月
一
日
現
在
で
、
本
市
に

所
在
す
る
企
業
、
個
人
で
事
業

に
用
い
る
償
却
資
産
（
機
械
や

保
育
所

こ
と
し
の
四
月
に
新
ら
し
く

保
育
所
に
入
る
幼
児
を
募
集
し

ま
す
。入
所
資
格
は
市
内
に
居
住
し

家
庭
に
お
い
て
何
か
の
事
梢
で

保
育
が
で
き
な
い
児
童
で
、
一

月
二
十
五
日
か
ら
二
月
十
日
ま

で
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
ま

す
。
入
所
で
き
る
保
育
所
は
次
の

四
カ
所
で
す
。

○
市
立
高
萩
保
育
所
（
高
萩
高

等
学
校
下
）

三
才
以
上
児
六
○
名

○
市
立
秋
山
保
育
所
（
秋
山
小

学
校
南
）

》
蟇
一

議
蕊

茨
城
国
体
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
募
集

「
水
と
緑
の
ま
ど
こ
ろ
国
体
」

第
二
十
九
回
茨
城
国
体
を
象
徴

す
る
シ
ン
ポ
ル
マ
ｉ
ク
を
募
集

県
税
の
収
納

県
税
の
収
納
に
つ
い
て
、
普

通
税
（
自
動
車
税
、
事
業
税
、

不
動
産
取
得
税
な
ど
）
の
納
期

限
内
の
納
入
は
、
市
役
所
会
計

課
窓
口
で
も
取
扱
い
ま
す
。

装
置
Ⅱ
モ
ー
タ
ー
鯵
旋
盤
、
構

築
物
Ⅱ
ド
ッ
ク
、
舗
装
道
な
ど

を
所
有
す
る
会
社
、
事
業
所
は

そ
の
資
産
の
取
得
価
格
合
計
が

三
十
万
円
以
上
の
場
合
、
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
税
務

課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。！

三
才
未
満
児
七
名

三
才
以
上
児
六
三
名

○
市
立
同
仁
東
保
育
所
（
高
萩

中
学
校
東
海
岸
寄
り
）

三
才
未
満
児
十
八
名

三
才
以
上
児
七
二
名

○
私
立
聖
徳
保
育
所
（
日
本
加

工
製
紙
工
場
西
）

三
才
未
満
児
十
二
名

三
才
以
上
児
四
八
名

入
所
ご
希
望
の
方
は
、
福
祉

事
務
所
に
申
請
言
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
か
ら
、
前
年
度
課
税

状
況
証
明
書
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ

と
は
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
。

応
募
資
格

○
県
内
居
住
者
。
作
鈷
は
自
作

未
発
表
の
も
の

応
募
方
法

○
色
は
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
（
赤
・

冑
・
黄
）
を
用
い
、
図
案
の

中
に
必
ず
国
体
マ
ー
ク
を
入

れ
る
こ
と
。

○
用
紙
は
Ｂ
五
判
。
一
枚
一
点

○
作
図
法
（
Ｂ
五
判
）
と
図
案

の
説
明
を
添
付
す
る
こ
と

○
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
臓
業

勤
務
先
（
在
学
校
名
）
を
記

入
す
る
こ
と
。

締
切
期
限

昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十
日

送
り
先
、
問
い
合
わ
せ
先

水
戸
市
三
ノ
丸
一
丁
目
五
番

三
十
八
号
茨
城
県
庁
国
体

局
内
第
二
十
九
国
民
体
育

大
会
茨
城
県
実
行
委
員
会
事

務
局

（
電
）
○
二
九
二
⑳
八
二
一

市
民
相
談
室
か
ら

市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
政
に

つ
い
て
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い

か
…
・
・
・
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

ほ
し
い
・
・
；
：
、
な
ど
苦
情
、
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
ん
で

も
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
た
市
報
「
た
か
は
ぎ
」
に

つ
い
て
も
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
市
報
の
感
想
．
掲

載
し
て
ほ
し
い
記
事
、
そ
の
他

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
市
報

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
相
談
ご
意
見
は
投
書
、
電

話
で
も
結
構
で
す
。
市
役
所
市

民
相
談
室
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

歳
末
た
す
け
あ
い

◎
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
市
内
作
家
色
紙
展
益
金
）

一
三
三
、
○
○
○
円

◎
高
萩
市
文
化
ク
ラ
ブ
、
高
萩

市
農
業
青
年
連
盟
六
、
六
四
○
円

◎
高
萩
中
教
職
員
生
徒
一
同

一
四
、
五
○
○
円

◎
高
萩
市
農
協
婦
人
部

一
九
、
六
二
九
円

餅
八
十
六
枚

（
臨
海
学
園
、
保
育
所
へ
）

◎
み
の
わ
技
芸
学
院
生
徒
一
同

一
一
、
五
○
三
円

老
人
福
祉
の
た
め
に

◎
大
和
町
匿
名
氏
二
○
、
○
○
○
円

本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

善
Ⅷ
山
Ｆ
〆
意
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